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【1】 森林空間総合利用の動向
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【１】 森林空間の総合利用の動向
～主たる施策の動向と、森と人が関わるコンテンツの変遷 （イメージ）

1970年

1980年

1990年

2000年

2010年

2020年

高度経済成長期
（1955年～）

低成長期
（1991年～）

（環境重視の
森林政策）

（田園回帰）

1960年

1950年

安定成長期
（1971年～）

バブル期
（1987年～）

成熟期
（2007年～）

各種施策等

2007年 観光立国推進法
2007年 ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ法

1987年 リゾート法
（国有林等でのｽｷｰ場・ｺﾞﾙﾌ場・
温泉・高級ﾎﾃﾙ・ﾘｿﾞｰﾄﾏﾝｼｮﾝ等）

1957年 自然公園法
1958年 青少年の家
1961年 国民休暇村
1969年 自然休養林

1972年 列島改造論
（ゴルフ場・別荘地）

1982年 森林浴
（森林公園・県民の森等）

1995年 ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ法
2001年 森林・林業基本法
（教育・健康・交流等の拡がり）

コンテンツの例

ｽｷｰ・ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞの台頭
ﾘｿﾞｰﾄ地でｽﾎﾟｰﾂ・保養等

団体旅行・温泉や、
愛好者による登山・キャンプ

・スキー等

個人旅行での温泉・登山
・ｷｬﾝﾌﾟ・ｽｷｰ等に拡がり
ｺﾞﾙﾌ・別荘地での滞在・
ｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ等の台頭

森林環境教育・森林ｾﾗﾋﾟｰ・
ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ等の台頭

田園回帰・自然志向の高まり、
ﾌｫﾚｽﾄ･ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰ・野外ﾌｪｽ・
山ｶﾞｰﾙ・ｸﾞﾗﾝﾋﾟﾝｸﾞ・森ﾖｶﾞ等の
新たなｿﾌﾄ（体験）・ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ
を重視したｺﾝﾃﾝﾂが多様化
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女子ｷｬﾝﾌﾟ

森のﾌﾗﾜｰｾﾗﾋﾟｰ

グランピング ｼﾞﾋﾞｴ・ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ

森林セラピー・ヨガ

森のようちえん

カメラ女子

森のアロマ

野外フェス森のおんがくかい

【２】 新たな森林空間の総合利用に向けた動き
① 新たな森林空間を利用したアクティビティの台頭
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Ｃ
聴

新たな
森林空間
の利用

嗅

視

触 味

・音風景
（鳥のさえずり・
風・渓流等）

・野外フェス・
森のｺﾝｻｰﾄ
（文化・芸術的）

・風景の鑑賞
（紅葉・新緑等）

・森のﾌﾗﾜｰｾﾗﾋﾟｰ
（園芸福祉的）

・森のｶﾗｰｾﾗﾋﾟｰ
・カメラ女子

・森林散策
・森林環境教育
・森林セラピー
（ヨガ・樹林気功等）

・森のようちえん

・森林浴
（樹木・花の香り等）

・ｱﾛﾏﾃﾗﾋﾟｰ
（芳香療法的）

・野外料理
（ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ等）

・ｼﾞﾋﾞｴ・山菜等
（健康食）

・ﾋﾟｸﾆｯｸｶﾌｪ、
女子ｷｬﾝﾌﾟ



【２】 新たな森林空間の総合利用に向けた動き
② 新たな森林空間を利用した動向 ～アウトドアの質の向上と都市施設での取組の導入～

手ぶら
バーベキュー

森カフェ
登山

キャンプ

新たな観光・旅行分野
の森林空間の利用
（若年女性等志向）

コンテンツ

グランピング
女子キャンプ

山ガール
低山ハイキング

散策・探勝

ファッション性
の高いウェア・
ギア等の開発
で市場拡大

野外遊具

新たな機器等の
整備・ソフトの充
実により、新た
な市場創出

野外炊事

森林セラピー

フォレスト・
アドベンチャー

森林内研修

野外フェス
野外芸術祭

森のようちえん
森のﾌﾟﾚｰﾊﾟｰｸ

森ヨガ

カフェ

室内ｺﾝｻｰﾄ
展示会

セミナー

ヨガ
（スタジオ）

都市等で行わ
れていた活動が、
自然志向の高ま
り等を背景に森
林等を舞台にし
た展開が拡がり
新たな市場創出

ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ
・託児所

既存の森林内での取組 都市施設の取組（新たなメニュー拡充） （新たな誘客促進
＋ 新たな担い手開拓）
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散策・探勝 森林セラピー

キャンプ グランピング

野外フェス 室内ｺﾝｻｰﾄ

森の
ようちえん

室内
ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ

イメージ イメージ



建設業
【経済センサス】
87兆8,464億円

パルプ・紙・
紙加工品製造業

【工業統計】
6兆5,885億円

木材・木製品
製造業（家具除く）

【工業統計】
2兆6,896億円

林業
サービス
（ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
支援等）

観光・旅行
サービス

医療・福祉
・健康

サービス

娯楽
サービス

教育
サービス

森林空間
総合利用林業

【林業産出額】
（きのこ除く）

2,183 億円】

教育・
学習支援業
【経済センサス】
14兆0,885億円

娯楽業
【経済センサス】
21兆9,257億円

観光・旅行業
【旅行・観光消費動向調査】

20兆9,547億円

医療・福祉業
【経済センサス】
84兆8,252億円

家具・
装備品製造業

【工業統計】
1兆6,154億円

林業・木材産業
〈3兆円〉

林業・木材産業に関わる関連産業
〈96兆円の内数〉

森林空間の総合利用に関わる関連産業
〈142兆円の内数〉

【２】 新たな森林空間の総合利用に向けた動き
③ 森林空間の総合利用に関わる多様な関連産業 （イメージ）
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【２】 新たな森林空間の総合利用に向けて注目すべき動向・視点
④ 森林の多面的機能の発揮とＳＤＧｓ達成に貢献する「森林空間の総合利用」（イメージ）

※ SDGsのターゲットの環境・社会・経済の位置付けは、個々の活動の
目標によって異なるが、本資料では上記の位置づけで整理

「森林空間の総合利用」による貢献
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①生物多様性保全
（沿岸生態系を含む）

②地球環境
保全

④水源涵養
機能

③土砂災害防止
・土壌保全機能

⑦文化機能
（うち、学習・教育）

⑤快適環境形成機能
⑥保健・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ機能

（うち、療養・保養）

⑥保健・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ機能
（うち、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ等

観光）

⑧物質生産機能
（木材・食糧・肥料等）

環境

社会 経済



【２】 新たな森林空間の総合利用に向けて注目すべき動向・視点
⑤ 森林環境税（仮称）及び森林環境譲与税（仮称）

9
出典：林野庁「情報誌 林野（2018年２月号/No.131）」

【森林環境税（仮称）及び森林環境譲与税（仮称）の制度設計イメージ】



整備途上の森林から、成熟しつつある森林の利用へ

○「林業の成長産業化」に向けた取組を推進

森林の経営管理を担う 意欲と能力のある経営
者の育成

経営の集積・集約化を進める地域への 路網整備・
高性能林業機械導入

サプライチェーンの構築 による流通コストの削減

CLT等の利用促進など 木材需要の拡大

森林空間利用を含めた林業の成長産業化

（車の両輪）

【３】 何故、今「新たな森林空間の総合利用」か（３つの視点）

① 「森林資源の充実」による林業の成長産業化、森林空間利用のサービス産業化

○成熟しつつある豊かな森林空間
・ 森林景観やアメニティの向上、

→ 森林空間利用のポテンシャル拡大

○多様化してきた国民の価値観やライフスタイル、
余暇活動等

森林資源を最大限活用した林業多様な森林資源の活用

活用が期待される森林空間利用

森林からのサービスをビジネスとして利活用

「地方創生」
（地域の森林資源を活かした産業育成による しごと ・ まちづくり）

川中
対策

川下
対策

川上
対策

成長産業化
に繋がる芽

サービス産業
創出の芽
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森林空間を利用した
新たなサービス産業・ライフスタイルの創出

（教育、健康、観光等の場としての森林空間の利用）

時代の変化を踏まえた、森林空間利用の新たな価値・取組の芽生え

【３】 何故、今「新たな森林空間の総合利用」か （３つの視点）

② 「社会経済の変化」等への対応～新時代に合わせた既存産業強化・新産業等創出～

【社会経済の変化】

○AI・ロボット・IoT等進展をもたら
す技術革新

○経済のグローバル化による「モ
ノ・コト・サービス化」への要請

○インバウンドによる訪日外国人
の増大

【制度の見直し】

○教育分野
： ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ等重視へ

○医療保険分野
： 疾病予防・健康づくり重視へ

○労働分野
： 「働き方改革」の推進

【価値観・ﾗｲﾌｽﾀｲﾙの転換】

○モノ・経済的な豊かさから、
心・暮らしの豊かさ志向へ

○つながり志向の高まり

○ソーシャル志向の高まり

○若者の地方志向の高まり

○イノベーションをもたらすクリエイ
ティブな思考力・デザイン力を
育む場等としての森林の活用

○訪日外国人による地方探訪

○新たな時代に合わせた教育
の場・題材としての注目

○心身の健康づくりの場としての
注目

○森とふれあう新たな価値への
気づき

（新しいｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨの拡がり、趣
味・娯楽を森林内で行う動き等）
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森林を活かしたSDGs視点
の地方創生

山村地域の森林空間を利用した
新たなサービス産業・ライフスタイルの創出

森林を活用した
新たな地域ブランディングの創出
と新たなライフスタイルの創造

教育・健康・観光等を核にした、
新たな森林空間利用ビジネスの

創出・集積

「地方創生」活動による
諸施策を通じたSDGsへの貢献

時代の変化を踏まえた、森林空間利用の新たな価値・取組の芽生え

【３】 何故、今「新たな森林空間の総合利用」か （３つの視点）

③ 地方創生への対応 ～SDGｓの動きを活かして～

【定住化に向けた動き】

○若年層等による「移住促進」の
要請

○「関係人口」創出への要請

【産業振興に向けた動き】

○地場産業振興

○インバウンド等による観光需要
の拡大

【行政への要請】

○行政資源（財源・人材等）の活用

○地方分権の進展による、自律
的な政策展開

○手軽に森とふれあうアクティ
ビティの拡がり

○地域おこし協力隊などによる
様々な取組の活発化

○公共の森林総合利用施設を
サービス産業創出の拠点と
する動き

○都市部施設での趣味・娯楽
等を森林内で行う動き

○住民の教育・福祉施策を都
市住民にも発展（特に教育・
健康等）

○森林空間利用で林業のマー
ケティングを促進する動き
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【４】 「森林サービス産業 ～新たな森と人のかかわり「Forest Style」の創造～」の提案
① ライフステージに応じた森林との関わり～ 「Forest Style」～

（保育・幼児教育・
子育て支援機関）

ＣＳＶ働き方改革（企業）

保養・健康（個人・グループ等）

地域包括
ケアシステム

（地方自治体・医療保険者等）

観光・旅行（個人・グループ等／主に子育て層・女性等がターゲット）

保健・健康（企業・医療保険者等）

教育・学習支援
（学校・教育機関）

教育旅行
（移動教室・
修学旅行）

地域資源活用

「総合的な
学習の時間」

子ども
農山漁村
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

実習・
合宿

キッズ
ウィーク

ﾜｰｹｰｼｮﾝ・
ｻﾃﾗｲﾄｵﾌｨｽ

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ
対策

観光・旅行（文化・生業志向）

（個人・グループ等／主に学童や高齢者等がターゲット）
森の名人訪問
・農林業体験

木の文化・
ものづくり体験

森の恵み・
食文化体験

農林家民宿
農山村生活
文化体験

森カフェ
グランピング

野外フェス
野外芸術祭

低山ハイキング
山ガール

森ヨガ
森のアロマ

ﾌﾗﾜｰｱﾚｼﾞﾒﾝt

森のバギー
森のセグウェイ

森のＭＴＢ

カメラ女子
女子キャンプ
森の婚活夏

ﾌｫﾚｽﾄ・ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰ
ﾂﾘｰｸﾗｲﾐﾝｸﾞ

森のようちえん
森のﾌﾟﾚｰﾊﾟｰｸ

乳幼児期 学齢期・青年期 青年期・壮年期 老年期

森と自然を
活用した

保育・幼児教育

森の子育て
ひろば・森の

子育てサークル

認知症
ケア

運動・
介護予防

就労機会
の提供

社会活動・
農業・園芸

森林セラピー
クアオルト健康
ウォーキング

心と身体の
健康づくり

森の
社員研修

保養活動
（社員・家族旅行）

ＣＳＶ／
ＣＳＲ等

森林浴 ヘルス
ツーリズム

ワ
ー
ク

（仕
事
・学
業
等
）

ラ
イ
フ

（生
活
・余
暇
等
）

外
国
人

林業・木材等
（個人向け／マーケティング）

森林スポーツ
ロングトレイル

トレイルランニング

産地ツアー
大黒柱ツアー

モデルハウス
宿泊体験

森づくり体験
木工体験

森林環境教育
・木育

職業体験・
移住体験

全てのコンテンツのインバウンド向けの展開 13



【４】 「森林サービス産業 ～新たな森と人のかかわり「Forest Style」の創造～」の提案
② 森と人の新たなかかわりを生み出すライフスタイル「Forest Style」（イメージ）

これまで多く見られた
「森と人のかかわり」

【愛好者】

○登山
○自然・野鳥観察
○キャンプ
〇ゴルフ 等

【旅行者】

○レジャー（スキー）

○観光（景勝地探勝）

〇保養（ﾘｿﾞｰﾄ･別荘）
○合宿

（対象が限定）
（森との関わりが限定）

（訪問が一時的）
（森との関わりが薄い）

【乳幼児期・学齢期】
（教育等）

○森と自然を活かした保育・教育
○森のアクティブ・ラーニング 等

【青壮年期・老年期】
（健康等）

○心と身体の健康づくり
○社員教育 ○ワーケーション 等

【生活者】
（観光等）

○オシャレで手軽な森とのふれあい ○都会の趣味・娯楽等を森林の中で

森林・山村地域

（教育の質の向上） （健康増進・生産性向上）

（暮らしの豊かさの向上）

これからの拡充が期待される
新たな「森と人のかかわり」＝「Forest Style」

新たな「森林づくり国民運動」等
(学びを深め、健康を育み、暮らしを豊かにするために、月に１度は森へ行こう！)

【ワ
ー
ク
】

【ラ
イ
フ
】

定
住
人
口
（移
住
）

14交流人口 関係人口
（二地域居住）



新たな“森と人の関わり”を
生み出す働きかけが必要

 森林空間を利用する新たなサービスを創出、または既存のサービスの高度化を図り、

そこで展開される様々な活動をビジネスとして展開、それらを集積したもの。

産業として成立させるには、森林空間を教育、健康、観光等に活用し、地域主導で持続可

能なビジネスであることが必要。

そして、「新たな森と人のかかわり「Forest Style」の創造」を目指していくものである。

【４】 「森林サービス産業 ～新たな森と人のかかわり「Forest Style」の創造～」の提案
③「森林サービス産業」の目指すもの

15

新たな国民運動の展開
「月に一度は森林へ行こう」等の展開）

 人生100年時代のあらゆるステージにおいて、

森林とのふれあいや森の恵みをいただきながら、健康的で、文化的な、楽しく心豊かに暮らすこと

を目指すライフスタイルである。

この結果、地球環境の保全や地域社会の持続性の向上にも貢献する。

“Forest  Style”とは

“森林サービス産業”とは

（消費者側）

（提供者側）



ご静聴ありがとうございました。
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